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実績報告書別紙10－６

自生地の個体群に負荷をかけずに個体数や遺伝的多様性を維持するためには、種子・胞子による繁殖を行うことが重要となる。そこで繁殖条
件が未知の国内希少野生植物7種を対象に、栽培下での適正な交配・繁殖を行うための生殖・繁殖様式の解明、繁殖条件の検討を行い、今後の
長期的な生息域外保全の指針を策定し、実践的に適用することを目的とする。２年度は、対象種の培養・栽培条件検討、生殖・繁殖様式の解
明、採種及び播種による繁殖等を行い、基本的な栽培条件を確立し、胞子または種子からの繁殖を行う。増殖した一部の分散保全を進めると
ともに、本事業および成果について普及啓発を行う。

(1)本事業の対象７種のうち、コキンモウイノデを除く６種(クマヤブソテツ、ヒュウガシケシダ、ムニンミドリシダ、ナガバエビモ、モノド
ラカンアオイ、ホシザキカンアオイ )について基本的な栽培条件を確立し、胞子または種子からの繁殖が可能となった。(2)クマヤブソテツ、
ムニンミドリシダは、胞子からの培養由来個体で、胞子の形成が確認され、生活史を循環することができた。 (3)ナガバエビモでは、元年度に
得られた制御環境および屋外水槽での越年栽培も2年以上にわたり成功した。栽培下で開花・結実が確認され、生活史が循環できた。交配試験
から、自家和合性があり他家受粉により結実率が向上すること、栽培下および野生集団で他家花粉の制限が生じていることが推測された。 (4)
ホシザキカンアオイでは、自家受粉由来の種子は生存率が低く、他家交配したモノドラカンアオイより生存率が低かったことから、近交弱勢
が生じている可能性が示された。（5）増殖したクマヤブソテツとムニンミドリシダの分散保全を進めた。(6)成果の一部を、ミニ展示、論文、
記事などを通して、本事業および得られた成果の普及啓発を行った。

生殖様式、送粉様式、生育環境の異なる７種の国内希少野生植物種を対象に、栽培下での適正な交配・繁殖を行うための生殖・繁殖様式の解
明、繁殖条件の検討等を行い、今後の長期的な生息域外保全指針を示し、実践的に適用する。

事業の背景・目的

事業の内容

得られた成果

平成３０年度
事業①培養・栽培条件検討事業
・シダ植物ムニンミドリヘゴ、ク
マヤブソテツ、ヒュウガシケシダ
の配偶体形成培養条件検討。

・水生植物ナガバエビモの自生環
境調査、発芽条件の検討。

令和元年度
事業①継続。ナガバエビモの栄養繁殖条件検討。
事業②生殖・繁殖様式解明事業：シダ植物コキン
モウイノデの生殖様式、ナガバエビモの交配特性
を解明する。
事業③採種・播種・栽培事業：対象全７種（既出
５種+モノドラカンアオイ、ホシザキカンアオイ）
の適正な繁殖方法の検討、種子・胞子の採種。

令和２年度
事業③採種・播種・栽培事業
・引き続き、種子及び胞子の採種を行う。
・播種により個体の確保と継続的栽培を開始。
事業①②③ 対象７種の生息域外保全指針の提
示と実践適用。植物園協会園で分散保全。

事業④普及啓蒙事業：３種を筑波実験植物園で
公開展示。植物園協会ＨＰで発信する。


